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o .53:t0 .05 (4) 村
実験成績は平均値士標準誤差で示す。
実験例数を( )内に示す。
S 実験の 3-6 時間前に脊髄を切断した。
**対照群との聞の有意の差を示す (P く 0.01) 。
0.02士 0.01 (18) 0.01 土 0.00 (5) 
0.04士 0.01 (7) o .2:t0 .03 (23) 料:
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モルヒネ塩酸塩120mg/kg 体重を腹腔内に投与し， 40分後より 15分間副腎静脈血を採集し
た。エーテル麻酔は採血開始25分前より施した。
各棒は平均値土標準誤差を示す。実験例数を( )内に示す。





(2) ヒスタミン 図 3 に示すごとく，ヒスタミンの静脈内注射によりペントパルピタール麻酔下に
顕著なアドレナリン分泌の充進が認められた。この副腎の反応は，表 2 に示すごとく，大内臓神経
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* 無処置群との聞の有意の差を示す (P<O.Ol) 。
ドレナリン分泌充進作用はヘキサメトニウム(以下C6 と略す)およびアトロピンによっては抑制
されず，抗ヒスタミン薬により抑制された。
(3) ブラデイキニン 表 3 に示すごとく，ペントパルピタール麻酔下にプラディキニンの静脈内注
射によってアドレナリン分泌の充進が認められ，この作用は主として末梢性の作用によるものであ

























ブラデイキニン三酢酸塩を静脈内に投与した。実験成績は平均値士標準誤差で示す。* 対照群との聞の有意の差を示す (P く 0.01) 。
0.25 
の充進を認めた。刺激の至適条件として持続 1 ミリ秒，電圧5.0V ，頻度20C/秒に設定した口
C6 の前処置により大内臓神経の電気刺激によるアドレナリン分泌の充進は
アトロピンの前処置によっても抑制がみられたが，軽度であり， 5.0mg/kgで、も
C 60.2mg/kg とほぼ同程度であった。C 61.0mg/kg 単独投与の抑制率に比べアトロビン 5.0mg/kg

























73.9土 4. 7~ 
61. 6士8.3+
62.4:1:1. 3+ 
24.0士1. 5~ ___ 
14.3士1. 1~ ~ ~ 
12.6土 2. 8~ -..-
5. 7 士1. 5~ 
8.2土1.5+ 
1. 18土 0.06
1. 09:10. 13 






























*, * * 対照群との聞の有意の差を示す(* P < 0 . 5, * * P < 0 .1)
セム: 無投薬群との聞の有意の差を示す(十 P<0.05， ~ P く 0.01)















この作用は C 6 ，フェニールプタゾンおよびピリジノールカルバメイトによって影響されなかった。
大内臓神経一副腎髄質系のコリン作働性刺激伝達は主としてニコチニックレセプターを介するもので
あったが，一部ムスカリニックレセプターの関与も認められた。
以上，ラット副腎髄質の薬物に対する反応性の特徴は，ニコチンに対する反応性は弱いが，ヒスタ
ミン，ブヲデイキニンに対してはかなりの反応性を示し，大内臓神経興奮に対しては強い反応性を示
すことにあった。
論文の審査結果の要旨
副腎からのアドレナリンの分泌に関しては古くより多くの報告がある。しかし，実験手技上の困難
性もあり，主としてイヌ，ネコが用いられており，生化学や薬理学の分野でよく使用されるラットに
ついての報告は極めて少ない。
本研究はラットについてのアドレナリン分泌測定法を確立することから着手し，種々の薬物の作用
について検討し，モルヒネには中枢性以外に微弱ながら末梢性のアドレナリン分泌充進作用があるこ
と，ヒスタミンのアドレナリン分泌尤進作用には末梢性と中枢性の両作用のあること，またプラデイ
キニンのアドレナリン分泌尤進作用は主として末梢性のものであることなど興味ある事実を明らかに
したもので学位論文として価値あるものである。
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